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■心月　説明書Ｃ

■必要になる材料（接着剤、塗料等は除く）

・真鍮線0.3mm：アンテナ線に使用。

・真鍮線 0.5mm：細かいパーツの接続用。

・真鍮線1mm：普通のサイズのパーツの接続用。

・『関節技　球体ジョンイトPPC-Tn09』：推奨。
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各パーツについて

■B2 の角を B5 の傾斜にあわせてカット（赤のライン）。また 8mm の球体関節を差込むために B21 を削

り込んでいます。（[１]）

■B10 は B8 と B5 の接続用の関節です。

■[１]から B1・B2・B14 を外した状態（[2][3]）

■6mm の球体関節を差込むために、B4 をかなり削り込んでいます。（[5]）

■人間の手に例えると、10・11 が第 1・2関節、9が第 3関節、8が手の甲、7が手首、12 が親指。

■C7・C8 の上下の向きに注意。（[7]）

■C14 ～ 17 の軸と C19・C20 の軸の中心が微妙ずれてしまっているのでどちらかの軸を移動させる等、

工夫をしてみてください。（[7]）

■A1（A2）と A37 にはダボがないので写真の位置を参考に固定してください。写真は肩関節の軸と A37

の中心軸を一致させています。（[8]）

■A24・A30 は 1mm 真鍮線でつながっています。（[9]）

■これは原型段階でのミスですが、A31・A32 と A6 との接続には赤枠の部分に 0.3mm（ｘ2）のプラ版等

を間に挟みスペーサーとしてください。（[9]）
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